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最近の研究動，：，1からみた資料分析の問題点
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1 典文化社会研究の近昔rの特徴

D D夏季｛Hrl

860821 

1 ）フィールド・ワークに某づ〈「よい記述jとは：人々のII常生日の諸過程の背後

にひそむ怠＇＊を読者に珂！解させることによって、全体の，~~イit;r.十I:買と諸条件の変

化に対応して隈閉する全体の変化の方向性を日のめかすようなもの（Marcus& 

fishcr,i¥nlhropology as Cultural Cri liquc, 1986.）。

( 1 ）従来の力怯：ある文化的要素または制度・慣行を全体的な！脈絡の中に位悶づ

け、それと仙の日目要素の』ti1,: ill I則を体系的に；jミす ζ と（ f 11 n c l i 011 a I is l i c 

holism) 

R・g.: key ins ti Lu ti on （稲作、ハーナーディ、 lha11b1111）の分析、

<)mb I e園alie pcrfor皿anceの分析、構造的辿｜却の分析（親族x宗教儀礼・脱念x

政治的党派）

(2) 1960年代から80,:F代にかけての観点の変化

(0 [unct.ional is tic ho! i吉田から心的側ii'liのJli!解（nalivc’gpo j 11 t O [ V iげ， his 

vision o[ his world）への視点の移行。 ［機能主義的分析のー般化と精密

化］

［村人の［;f;j;{jな考え）jのJ'I!解：言葉、行為、定見、解釈、感情表現、態度かの臨

床批JlP:的に背後にある意味Ill：界の論JIBの解IJJ→解釈学的JI（！解］

（ち nativepoinl o[ v i仰の制1山によって、その社会における文化体系のm111t1:

を係認し、文化的問イjt'I:の社会的行為（続柄・社会午前）に対する影空軍や祁条

件の変化に対応してその間有料によるそU!iの変化の力向性を見る。あるいは文

化的問イI十I:それ肉体が社会経杭的な変動に対応して、どのように変化するかを



見る。

3）文化的問有性を用解するためのー・つの健

( I ）「人J( personhood）は、村人によって、どのようなものであると考えられて

いるのか。

( 2 ）「人jは、さまざまな状況において、どのようなものであり、何をなすべきで

あると考えられているのか。それはどのような怠味においてであるのか。

(lhc syslc聞社ic indigenous theory about lhe nature of personhood) 

( 3 ）村人（;J:, . Jjにおいて自らの合理的なf.1-11に某づいて、外界に適応するが、他
JJIHJ時に自らの生活世界（生前秩序）のイメージに適合するような力怯で適応

するように努める。 ［ζ こに岡有な文化の影響がみられる。意味の世界］

2 D Dの＊例分析における芳子のメモ

I ）ライフ・コース（「人Jの検索）

男性時何度（自覚）司成人司タンブン（功徳を積む） ［円得Ill( I -V-72) 

女性司タンブン叫子供の世話時子によるブンの転迭と慢助［ 11-10-2,10-1,DJ¥SJ 

「男は籾米、 Sては白米1

50代

→隠陪・タンブン

t 世話 i BPP T供莞

CH. K 

→農業 (cflllll-1) 

A B C 
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2 ）近刻共同（形成）の原理［水野］

( 1 ）個人の相対的独立性→「二者Ill!の累積体J→「損得相互依存の感覚j→計算性

( 2 ）共同感情→「相手を思う気持： fill制の論理j→I仏教道徳j

3) native point of view 

( 1 ）近却（sum）の｜仕掛JIU共同

①計算性

@comforlable relations (a hoaelike atmosphere）→共住（親・蝕）→日；常的

交際（係の二重所属） [ DA°S J 
③相互に期待される互助規範→保護・援助・返礼→HN K、農地の貸借

④相続（圃uunsin so圃saang）→親から子に相続される財→近親HU( SU園）

⑥宗教的に強調される互酬性

A）タンブン→個人の来世のためのもの I 

B）ブンの転送（回向）→他界した近親・親、特に母観カーノムソぷ「

供養、息子の得度

C）ブンのシェア（近親→村→問Jill）キンカオ・キンプン

D）これらの観念の表現（cultural p巴rfor11anc巴）としての儀礼→行列・ダ．ンス

－読経

＠共同感情・互J!}J的献身を支えている背後の論理（意味の構造）の抽山

4）互助の基本財としての本田と米→経済的互助・蝿助・タンブンの基本財

。確保するζ とが望まれる基本財

5 ）変動を見る場合の経蹄的・非経済的側面の関連性

（交通の便）

閉まli → 稲作不安定性？ → →経済的基盤の拡大

経済的対応→HN D、：L: t家ぎ、ケナフele. →現金・賃金収入の増大
文化的対応→ HNK、宗教的互酬性の強調 →経掛的基盤の』広大のための互助

1930～40 

（祖霊信仰→民俗仏教） →ワット・パー

（物質主義・個人主義、互助精神の脅威）
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